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【研究要旨】 

本研究では Minds に準拠した方法でエビデンスに基づく診療ガイドラインを策定し、

医師、患者ならびに広く国民に普及・啓発活動を行い、診療の標準化を図ることを目的と

する。本研究は、前眼部形成異常、無虹彩症、膠様滴状角膜ジストロフィー、眼類天疱瘡、

特発性周辺部角膜潰瘍、フックス角膜内皮ジストロフィーという、いずれも希少な疾患

で、原因ないし病態が明らかでなく、効果的な治療方法がいまだ確立していない疾患が対

象となっている。 

本年度は、FECD 患者 52 名（83 眼）を対象に、前眼部光干渉断層計を用いて頂点角膜

厚、最薄角膜厚、角膜屈折力、デンシトメトリー値などのパラメータを測定し、これらが

矯正視力（LogMAR）にどのような影響を与えるかを単回帰分析及び重回帰分析で検討し

た。結果として、角膜前面の非対称成分とデンシトメトリー値が矯正視力に大きな影響を

与えることが明らかとなった。これらの知見は、第 127回日本眼科学会総会で発表され、

今後の FECDの病状の理解に役立つものと期待される。 
 
 

Ａ．研究目的 

本研究では Mindsに準拠した方法でエビ

デンスに基づく診療ガイドラインを策定

し、医師、患者ならびに広く国民に普及・

啓発活動を行い、診療の標準化を図ること

を目的とする。本研究は、前眼部形成異

常、無虹彩症、膠様滴状角膜ジストロフィ

ー、眼類天疱瘡、特発性周辺部角膜潰瘍、

フックス角膜内皮ジストロフィーという、

いずれも希少な疾患で、原因ないし病態が

明らかでなく、効果的な治療方法がいまだ

確立していない疾患が対象となっている。 

本年度は、対象疾患の中の 1つである

Fuchs角膜内皮ジストロフィーの視力に関

連する要因について、視力に関連する要因

についてて前眼部光干渉断層計のパラメー

タとの解析を行った。 

 

Ｂ．研究方法 

フックス角膜内皮ジストロフィーの視力

と関連する要因を検討するために前眼部光
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干渉断層計を撮像した FECD 症例 52例 83

眼について,前眼部光干渉断層計を用い、

頂点角膜厚・最薄角膜厚、最大角膜屈折

力、平均角膜屈折力、デンシトメトリー

値、前後面の球面成分、正乱視成分、非対

称成分、高次不正乱視成分等のパラメータ

を測定。これらのパラメータに、年齢、性

別、水晶体の状態を加えて、矯正視力

（LogMAR）にどのような影響を与えるか単

回帰分析及び重回帰分析を行った。 

（倫理面への配慮） 

本研究はヘルシンキ宣言の趣旨を尊重

し、関連する法令や指針を遵守し、東京大

学医学部倫理委員会の承認を得たうえで行

われた。 

 

Ｃ．研究結果 

単回帰分析では、中心 3,6mm の角膜前面

の非対称成分、デンシトメトリー値、前面

の高次不正乱視、後面の高次不正乱視の相

関係数が高いという結果が得られた。 

重回帰分析の結果前面中心 6mmの非対称

成分、中心 6mmデンシトメトリー値が有意

差を示した。 

 

Ｄ．考察 

今回の検討においては、Fuchs角膜内皮

ジストロフィーにおいて矯正視力に関連す

る因子では、中心 6mm角膜前面の非対称成

分、デンシトメトリー値の関連が強いとい

う結果が得られた。 

 

Ｅ．結論 

本研究では、Fuchs角膜内皮ジストロフ

ィーの視力と関連する因子の解析を行い、

その特徴を明らかにした。本研究は、第

127 回日本眼科学会総会で発表され、今後

の FECDの病状の理解に役立つものと期待

される。 
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